
No.

個
性
と
技
術
を
活
か
し
合
い
、	

社
会
課
題
の
解
決
に
挑
み
つ
づ
け
る

神
戸
製
鋼
所
に
お
け
る
伸
銅
事
業
の
ル
ー
ツ
は
、
大
正
６
年

（
１
９
１
７
年
）
に
操
業
を
開
始
し
た
北
九
州
市
の
門
司
工
場
（
現
、

株
式
会
社
Ｋ
Ｍ
Ｃ
Ｔ　

門
司
メ
タ
ル
プ
ロ
ダ
ク
ツ
事
業
部
）
で
の
銅
や

黄
銅
の
伸
線
事
業
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、昭
和
14
年
（
１
９
３
９
年
）

に
操
業
を
開
始
し
た
山
口
県
下
関
市
に
あ
る
長
府
工
場
（
現
、
長
府
製

造
所
）
に
お
い
て
も
伸
銅
事
業
を
展
開
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

当
社
に
お
け
る
伸
銅
事
業
の
歴
史
を
語
る
上
で
欠
か
す
こ
と
が
出
来

な
い
製
品
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
、
当
社
開
発
合
金
で
あ
る
「
Ｋ
Ｆ
Ｃ

（K
obe Ferrous Copper, C19210, Cu-Fe-P

合
金
）」
で
す
。
Ｋ 

Ｆ
Ｃ
が
世
に
出
る
前
、
当
時
、
門
司
工
場
で
製
造
し
て
い
た
銅
管
に
は

大
き
な
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
銅
の
溶
解
中
に
、
作
業
で
使
用

す
る
治
工
具
等
が
溶
け
て
、
微
量
の
鉄
が
製
品
へ
混
入
す
る
と
い
う
ト

ラ
ブ
ル
で
し
た
。
こ
の
ト
ラ
ブ
ル
対
策
に
明
け
暮
れ
る
同
僚
を
横
目
に

見
な
が
ら
、
違
う
視
点
で
真
っ
赤
に
溶
け
た
銅
を
眺
め
る
先
人
が
居
ま

し
た
。

一
種
の
発
想
の
転
換
で
は
あ
り
ま
す
が
、「
こ
の
鉄
の
混
じ
っ
た
銅

（
合
金
）
が
、
こ
れ
ま
で
に
無
い
新
し
い
機
能
を
発
揮
し
て
、
従
来
と

は
異
な
る
用
途
に
適
用
で
き
な
い
も
の
か
？
」
と
考
え
、
最
適
な
配
合

の
研
究
に
明
け
暮
れ
た
結
果
、
不
純
物
が
増
す
ほ
ど
低
下
す
る
導
電
率

も
90
％
を
確
保
し
、
引
張
強
さ
も
４
０
０
Ｎ
／
㎟
（
純
銅
比
で
約
１
・

５
倍
）
を
有
し
た
製
品
を
世
に
送
り
出
す
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

時
は
、昭
和
52
年
（
１
９
７
７
年
）。
こ
の
製
品
「
Ｋ
Ｆ
Ｃ
」
は
リ
ー

ド
フ
レ
ー
ム
用
の
素
材
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
、
現
在
も
多
く
の
お
客

様
に
ご
愛
顧
頂
く
、
当
社
を
代
表
す
る
製
品
と
な
り
ま
し
た
。

当
時
は
、
日
本
の
半
導
体
産
業
の
勃
興
期
で
あ
り
、
リ
ー
ド
フ
レ
ー

ム
用
と
し
て
銅
合
金
が
注
目
さ
れ
た
時
期
と
重
な
っ
た
こ
と
も
幸
運
で

し
た
。
一
方
、「
ト
ラ
ブ
ル
（
ピ
ン
チ
）
を
進
化
・
成
長
の
機
会
（
チ
ャ

ン
ス
）
に
変
え
る
」
と
い
う
柔
軟
な
発
想
と
、「
も
の
に
な
る
ま
で
諦

め
な
い
」
不
屈
の
精
神
は
、
現
代
に
お
い
て
伸
銅
業
に
携
わ
る
我
々
に

も
必
要
な
マ
イ
ン
ド
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
革
命
に
お
い
て
も
重
要
な
役
割
を
担
う
な
ど
、
安
全
・
安
心
で

豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
伸
銅
品
で
す
が
、
そ

の
発
展
の
裏
側
に
お
い
て
は
、多
く
の
先
人
達
の
常
識
の
枠
に
と
ら
わ

れ
ず
挑
み
つ
づ
け
た
努
力
の
歴
史
が
あ
っ
た
も
の
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

今
後
も
、
銅
の
特
性
・
優
位
性
を
活
か
せ
る
市
場
は
拡
大
す
る
も
の

と
確
信
し
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
代
替
素
材
と
の
競
合
も
益
々
激
化
す

る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
発
展
を
支
え
て
き
た
先
人

達
に
負
け
な
い
「
発
想
力
（
創
造
力
）」
と
「
不
屈
の
精
神
」
を
持
っ
て
、

新
た
な
価
値
を
創
造
し
つ
づ
け
、
社
会
課
題
の
解
決
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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CO₂ 排出量削減目標の設定

一般社団法人日本電線工業会は、1948 年に設立された「電線工業クラブ」を基に、1951 年に「電
線工業会」、1957 年に「社団法人日本電線工業会」に組織変更。2012 年に一般社団法人に移
行した団体。電線を製造している事業者を会員としている。会員社でも大手企業と中小企業
で取り組み方に差異はあるが、団体として CO₂ 排出量削減目標を設定し取り組んでいる。

 日本電線工業会では、2022 年度に、メタル（銅・
アルミ）電線と光ファイバケーブル製造にか
かわる CO₂ 排出量合算値が 2030 年度に 60.2
万 t-CO₂（2013 年度比で 37.4％削減）とする
目標値を設定している。2022 年度の進捗率は
2013 年度比で 88.8％で堅調とのこと。今後の
取り組みに期待したい。

https://www.discoverydensen.jp/special/densentanbo.html

会員各社の取り組み状況

　日本電線工業会会員社（115 社 1 団体）では、SDGs の取り
組みを各社が公表している（2023 年 12 月現在）。17 の目標の
うち、「7 エネルギーをみんなにそしてクリーンに」を掲げる社
が最も多く 29 社、続いて、「9 産業と技術革新の基礎をつくろう」
が 28 社、「12 つくる責任つかう責任」と「13 気候変動に具体
的な対策を」が各 26 社、「8 働きがいも経済成長も」が 23 社と
なっている。
　目標に向けた具体的な取り組み事例は各社さまざま。多くの会
員社で取り組んでいる太陽光発電、製造工場内の自動化などにつ
いては、その代表例として SWCC 株式会社（取材時は昭和電線
ケーブルシステム株式会社）愛知工場に取材した動画「【DENSEN 
TV 石山蓮華の電線探訪！】　持続可能な社会を支える『電線』」

（2022 年 10 月に公開）で紹介している。

日本電線工業会 会員各社による
         持続可能な社会を支える取り組み

CO₂ 排出量合算値の削減
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